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平成２９年度

第１４回ＬＣＡ日本フォーラム表彰
応募申請書
下記の３点をご提出して下さい。

①申請書

②活動説明書＋参考資料
③参考質問票
平成２９年度　第１４回ＬＣＡ日本フォーラム表彰　
①申請書

申請日：　　年　　月　　日

	■推薦者記入欄（この欄は応募者本人による申請の場合は記載不要です）    

	推薦者氏名
	

	所属組織名
	

	役職名
	

	電話番号
	

	電子メールアドレス
	

	所在地
	〒




	■応募者記入欄 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           

	１．担当者情報記入欄 （連絡用）

	氏名
	

	所属組織名
	

	部署名
	

	役職
	

	所属組織所在地
	〒

　

	電話番号
	

	電子メールアドレス
	

	２．表彰対象者情報記入欄 （表彰用）　　

　　　　※受賞発表、賞状等に記載する名称

	応募対象名

（組織、部署、代表者名等）

	

	応募する活動の分類

（　該当に○　）
	１　　環境経営部門
２　　環境コミュニケーション部門
３　　研究・教育・普及部門

	表彰を受ける活動の名称

（　表彰の際に使用します　）
	

	表彰を受ける活動の概要

（ 受賞活動の紹介で使用します ）

400字以内厳守


	


②表彰の対象となる活動説明書
　

（Wordファイル２～３頁：図表含み3000字程度）

	　

活動目的を簡潔にご記入ください。


	　

活動内容を簡潔にご説明ください。



	　

活動に対する評価の考え方と成果を簡潔にご記入ください。

（　社会的意義、強調すべき事項、アピールなど　）




参考資料リスト
本申請書の②活動説明書のエビデンスとなる論文、環境・CSR報告書、特許、パンフレット、カタログ、新聞・雑誌掲載記事等を参考資料として提出して下さい。下記にご提出する参考資料をリストとして記載下さい。
	参考資料リスト

	１
	

	２
	

	３
	

	４
	

	５
	

	６
	

	７
	

	８
	

	９
	

	１０
	

	
	参考資料の提出点数は任意です。


③参考質問票　
（ＬＣＡ日本フォーラム活動の参考にさせていただきます）
下記の参考質問にご回答下さい。該当しない項目は回答不要です。
（該当項目に〇を記載、複数選択可）

	体制
	組織の分類は？
	１．民間企業　

２．研究機関　　　　　
３．行政団体　
４．大学等教育機関

５．非営利団体

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	組織の規模　
（民間企業の場合）
	全従業員数　　　　　　　　　　　　　人

（関係サイトの従業員数　　　　　　 人）
	資本金　　　　　　　円

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動にいつから取組んでいますか？
	　　　　　　年より

	
	ＬＣＡまたは環境効率の専門の人又は組織が整備されていますか？
	１.　ある

２.　ない

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動を展開する体制は？
	１．ＬＣＡまたは環境効率の指標上の将来の達成目標を設定している
２．社内関係部門と効率的データ運用を行っている

３．社外との効率的データ運用もしくは共有を行っている

４．関連企業のＬＣＡ支援を行っている

	実践（製品・生産活動）
	製品開発活動にＬＣＡ手法または環境効率指標が組み込まれていますか？
	１.　はい

２.　いいえ

	
	生産活動にＬＣＡ手法または環境効率指標を活用していますか？
	１.　はい

２.　いいえ

	
	上記の活動を通して生産される主要な製品は？（　例：液晶テレビ）
	

	
	その生産量は？（　例：ｔ／年、台／年など　）
	　　　　／年

	
	環境効率関連の指標を設定していますか？
	１.　はい

２.　いいえ

	
	環境効率の評価にライフサイクルアセスメントを取り込んでいますか。
	１.　はい

２.　いいえ

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動をどのような動機で導入しましたか。

	１ .環境教育（社員教育、学生教育、児童教育）　

２. 環境情報公開ツール
３. 従来製品との比較手法
４. 自社製品の優位性の客観的評価
５. 環境面の製品改善
６. その他（　　　　　　　　　　　　）

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動を社内でどのように活用していますか
	１．管理ツール（製品アセスメント等）

２．社員の教育ツール

３．経営層へ説明材料等

４．業績評価（社員の社員のインセンティブ向上等）

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動を社外の説明に活用していますか
	１．株主、投資、取引銀行、保険会社等

２．購買者・ユーザ（消費者）

３．取引先（調達基準等）

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実践（普及・研究活動）
	誰に対して普及活動を行っていますか？
	１．株主、投資、取引銀行、保険会社等　　
２．購買者・ユーザ（消費者）　　　　　　　　　

３．同業連携（工業会，商工会議所）　　　　　

４．地域連携（地元企業連絡会他）　　　　　　
５．教育関連（学校等）
６．小売店

７． NGO・NPO等

８．その他（　　　　　　　　　　）

	
	教材の整備状況は？
	１.　独自品　　　　　　　　
２.　市販品　　　　　　　　　　
３.　その他
４.　なし

	
	普及・教育活動の形態と開催頻度及び参加人数は？
（　例：回／年　）
	１.　セミナー、講演会　　　　　人/回、　　回/年

２.　研修会、研究会　　　　　　人/回、　　回/年

３.　教育プログラム　　　　　　人/回、　　回/年

４.　その他　　　　　　　　　　　人/回、　　回/年

	
	活動の継続実績は？
	年～　　　　　　年

	
	活動の結果ＬＣＡまたは環境効率の活用もしくは理解が促進されましたか？
	１.　はい

２.　いいえ

３.　わからない

	効果・成果
	ＬＣＡまたは環境効率活動の導入で低減できた環境負荷の削減率をご記入下さい。
	CO2を年間約　　　　　　　％削減

廃棄物を年間約　　　　　　％削減

資源消費を年間約　　　　　％削減

有害化学物質を年間　　　　％削減

水を年間約　　　　　　　　％削減

その他（　　　　　）年間約　　　％削減

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動によって与えた影響の対象は？

	１. 社内（経営者、従業員）

２. 学内（教職員、学生）

３. 購買者・ユーザ（消費者）
４. 業界
５. 社会全般（地域、児童、保護者）
６. 学会等研究機関
７. その他（　　　　　　　　　）

	
	ＬＣＡまたは環境効率活動の導入効果は？
	１．環境負荷の削減効果
２．経済性の向上（コスト削減、収益アップ）

３．製品機能追加、性能アップ

４．技術開発促進

５．製品の差別化

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ＰＲ
	ＬＣＡまたは環境効率活動の公表方法は？
	１.　環境報告書・CSR報告書

２．製品カタログ等

３．企業パンフレット等

４.　広告・新聞等

５.　環境ラベル

６.　ホームページ
７.　研究発表（学会発表、論文投稿等）
８．イベント発表（展示会等）

９.　その他（　　　　　　　）
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